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改版8れたる

古賀恒星圖
本會大牟田支部幹事

古賀和吉氏作
本會々長　理學博士

山本一清氏校訂

　肉眼で星を見るためにも，望遠鏡で観測するためにも，星圖が必要であ

るこミは言ふまでもない．我が國の各地に星を見る人々が噌すにつれ，近

年はいよいよ星圖の要求が大きくなって來た。本命護行（警醒杜袖山）の簡

易戯訓は此等の要求に慮する最初のものであるが，天文趣味に少しく進

んで行った人は皆しも少し詳しい星圓が欲しい㌃言はれる．獲麟は創立の

頃，會員古賀氏が作つtc古賀恒星圖なるものを登行しナこが，近頃阿れが費

り切れミなり，倫ほ盆々耳鼻の要求が切なるため，薙に再版するこεミし，

其の機會に山本歎授の手によって多少の改訂が施さtLt　．そして同時に，

版のデザインや印刷も幾らか改められt．美的で，清楚で，蓮搬に便利な

ものミなつナこ。

　此の圖は，壁に掛けても好し，翻測帳のページの間に挾んでも好し，折

り込んでアトラスεしても好し，一實に，何にでも庶用できるものにな

った．右書も初版の三分の一になつナこ．

　今や，肉眼星圖の完全なものεしては，此の星圖が我が國こ唯一のもの

である．書かれてある星の数4300個，星雲や星團なεも，主なものは皆含

まれてみる．

債50銭　　三親』4銭（書留14銭）
　　　　　　　但し同好會員には（本會へ直接注文者に限り）郵税不要

獲行京都帝國大駈天文壷内天文同郷會〔振替大阪56765〕
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